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【請求項１】
スプリングを２重構造にして支持部材に固定した通液性カゴと、前記カゴ内部に堆積した光触媒
をコーティングした担持体と、前記カゴの中心部には水中紫外線灯を備え、被処理水が前記カゴ
内を通過する間に光触媒反応によって水質浄化が行えることを特徴とする水質浄化装置。
【請求項２】
前記水質浄化装置は取水口と送水口を備えた筒型ケース内部に入れて使用できるだけでなく、前
記筒形ケースから出してフランジ付き盤に取り付けても使用できることを特徴とする請求項１
記載の水質浄化装置。
【請求項3】
前記筒型ケース内部に入れて使用する場合、取水口と送水口をホースで連結させても使用可能で
あることを特徴とする請求項１又は２記載の水質浄化装置。
【請求項3】
フランジ付き盤に取り付けて水質浄化を行う場合、自然の流れを利用する方式、人工的に流を発生させる方式、又は自走により流を発生させる方式、が利用できることを特徴とする請求項１又は２記載の水質浄化装置。

